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岡崎 耕＊1・上薗 恒太郎＊２ 
 
A Moral Education Lesson that Holds the Power of Growth in Mind 
－Based on classroom management  
fostering self-affirmative consciousness of children－ 
 




Based on the clinical approach starting with children and returning to them， we conducted 1) 
classroom management to foster self-affirmative consciousness based on the habits of reflecting on 
oneself and 2) moral education lesson to internalize the power of growth in mind. The results, analyzed 
by the association method, showed that the increase in self-affirmative consciousness was significant 
(p<.05) from April 2019 to January 2020. As the result of the moral education lesson in January 2020， 
the children's power of growth for self-affirmative consciousness was raised (p<.05) in their minds. 
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 Ⅵ-1 子どもの主観評価 























































































本研究は，2019 年度の岡崎耕の学級，小学校 5 年生 15
名の成長を，自己意識の変容において記述する。 


































































図 1 で，以下の 3 点を見てとることができる。 
1. 自分をふり返って語る言葉が少ない。回答語総数 43
語で 1 人あたり 2.87 語，50 秒の時間で 3 語に満たない。
また無回答の 1 名が気になった。子どもは 4 月当初，
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と，1 は質的・量的に測定可能な形，2 は自己受容，3 は
成長意欲である。上薗の定義を手がかりに，本学級運営













































































もが書くところに表れた。その子どもは，2019 年 4 月に
は難しいと感じた問題をすぐに諦めたが，2020 年 1 月に
は，答を教えようとする友達に，「まだ待って。自分で
解きたい」と言いだす学習態度へと変容した。 
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図 2 2020 年 1 月授業前〈自分〉連想マップ(n=14、調査時 1 名欠席) 
 
表 2 〈自分〉の回答語、カテゴリ別比較  
カテゴリ名 属性 肯定 否定 その他
2019年4月 29　▲ 9　▽ 3 2
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分〉の結果，図 4 によって考察する。1 人 1 語の回答語が
見えるように，連想マップの横に広げた。 













とてもそう思う そう思う 少しそう思う 少しそう思わない そう思わない まったくそう思わない
 
（まったくそう思わない，の回答はなかった。） 
図 3 授業についての子どもの主観評価 
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図 4 2020 年 1 月授業後〈自分〉連想マップ（n=15） 
 
表 3 2020 年１月Ａ小学校 5 年生《肯定》詳細、授業前後比較（n=15） 
2020年1月A小学校5年生授業前後のカイ二乗検定
カテゴリ名 授業前回答語数 授業後回答語数
属性 33 ▲ 28 ▽
肯定 肯定・内面 13  13  
肯定・得意 5  2  
肯定・成長 10 ▽ 25 ▲
肯定・関わり 3 ▽ 14 ▲
否定 3  2  
体 0  1  
































































































授業者 岡崎 耕  
 
Ⅰ 主題 「よりよく生きる喜び」 
 
Ⅱ 資料 「心のなかのりゅう」 （今江由郎，2012，龍という人格―「雷龍の国」ブータン第五代国王語録，また
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学習指導案 図 2 手作り連想マップ 
黒板 
図 1 教室の机の配置 
（○は子ども、□は机を表す。机 1 つを３人で囲んだ） 
 
授業者 




















4)  「心の中のりゅう」は，検定済み教科書 2018 年，
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